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催
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事業の前年度比

決　算　概　要

（１）

　　

評
議
員
会

理
事
会

平成24年度

3,818人

1,779人

5,597人

2,388人

145,341千円

850,325千円

181,259千円

1,176,926千円

42.7%

平成25年度

4,183人

1,982人

6,165人

2,453人

140,759千円

931,064千円

193,230千円

1,265,054千円

39.8%

対前年度比

109.5%

111.4%

110.1%

102.7%

96.8%

109.5%

106.6%

107.5%

－

項　　　目

  男

 会 員 数 女

  計

就 業 実 人 員

  公共

 
契 約 金 額

 企業

  個人

  計

就 業 率

受託事業収益

SP受託収益

受取会員登録手数料

基本財産運用益

特定資産運用益

受取補助金

受取寄付金

雑収益

経常収益計

事業費

管理費

経常費用計

固定資産売却益

経常外収益計

固定資産売却（除却）損

雑費

経常外費用計

経常収益

経常費用

当期経常増減額

経常外収益

経常外費用

当期経常外増減額

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

決算額

1,265,054,681

1,412,364

778,000

106,858

34,593

70,740,158

0

61,768

1,338,188,422

1,289,410,720

42,928,150

1,332,338,870

5,849,552

0

0

0

0

0

0

5,849,552

190,225,602

196,075,154

（単位：円）

科　　　　　　目

　

五
月
二
十
八
日
（
水
）
に
平
成
二
十
六
年
度

第
一
回
定
時
理
事
会
、
六
月
十
日
（
火
）
に
定

時
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
時
理
事
会
で
は 

①
「
平
成
二
十
五
年
度
事

業
報
告
及
び
附
属
明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て
」 

②
「
平
成
二
十
五
年
度 

決
算
（
計
算
書
類
等
）

の
承
認
に
つ
い
て
」 

③
「
評
議
員
選
定
委
員
会

運
営
規
則
の
制
定
に
つ
い
て
」
、 

④
「
減
価
償
却

引
き
当
て
資
産
取
得
資
金
の
積
み
立
て
に
つ
い

て
」
、 

⑤
「
定
時
評
議
員
会
の
日
時
及
び
場
所
等

の
決
定
に
つ
い
て
」
及
び
報
告
等
が
審
議
さ
れ

全
会
一
致
で
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

定
時
評
議
員
会
で
は
、 

①
「
平
成
二
十
五
年
度

事
業
報
告
及

び
附
属
明
細

書
の
報
告
に

つ
い
て
」 

②

「
平
成
二
十

五
年
度
決
算

（
計
算
書
類

等
）
の
承
認

に
つ
い
て
」 

③
「
理

事

の

選
任
に
つ
い

て
」
等
が
審

議
さ
れ
全
会

一
致
で
承
認

・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

◇
事
業
報
告

　

平
成
二
十
五
年
度
の
当
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
「
基
本
方
針
」
に
則
し
て
、

会
員
と
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
公
益
的
な

事
業
推
進
は
も
と
よ
り
、
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

認
識
し
、
そ
の
使
命
で
あ
る
会
員
の
拡
充
・
就

業
機
会
の
提
供
と
地
域
社
会
と
の
連
携
及
び
貢

献
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
積
極
的
な
対
応
に
努

め
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
契
約
実
績
は
、
前

年
度
に
比
べ
て
７
・
５
％
増
加
と
な
り
、
引
き

続
き
堅
調
な
実
績
を
確
保
す
る
と
共
に
、
会
員

数
も
、
男
性
女
性
と
も
着
実
に
伸
び
、
前
年
度

に
比
べ
て
10
・
１
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
事
業
展
開
と
し
て
、
指
定
管

理
者
へ
の
取
り
組
み
を
行
い
「
川
崎
市
の
葬
祭

場
運
営
事
業
」
に
参
画
す
る
た
め
の
諸
手
続
を

行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
新
法
人
へ
移
行
し
て
２
年
を
経
過

し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
セ
ン
タ
ー
の
効
率
的

か
つ
効
果
的
な
事
業
執
行
に
心
掛
け
る
と
共

に
、
事
務
改
善
を
含
め
た
見
直
し
に
順
次
着
手

を
す
る
な
ど
、
自
律

的
経
営
に
努
め
ま
し

た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、

こ
れ
か
ら
も
果
た
す

べ
き
、
高
年
齢
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
把
握
し
、
地
域

と
の
連
携
と
公
益
性

の
重
要
性
を
十
分
に

認
識
す
る
な
ど
、
今

後
も
地
域
社
会
に
貢

献
す
る
た
め
事
業
推

進
を
積
極
的
に
展
開

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◇
決
算
報
告

　

平
成
二
十
五
年
度
決
算
は
、
法
人
運
営
の
基

本
で
あ
る
費
用
対
効
果
を
重
視
し
、
削
減
で
き

る
経
費
は
極
力
抑
制
し
、
重
要
な
財
政
基
盤
の

確
保
等
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
当
期
経
常
増

減
額
が
５
，
８
４
９
千
余
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
法
人
の
経
営
改
善
へ
の
努
力
を
し

て
参
り
ま
す
。

　

六
月
十
日
（
火
）

任
期
満
了
に
よ
り

選
任
さ
れ
た
新
理

事
に
よ
る
第
一
回

臨
時
理
事
会
が
開

催
さ
れ
、
代
表
理

事
に
理
事
長
及
び

常
務
理
事
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
新

理
事
の
任
期
は
概

ね
二
年
で
す
。



安
全
就
業
だ
よ
り

安
全
就
業
だ
よ
り

〇
最
優
秀
作
品

 

　「
こ
れ
で
よ
し 

そ
の
確
認
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

事
故
防
止
」

   

　
　
　
　
成
田
　
幸
夫
　
中
部
会
員

（２）

　

６
月
24
日
（
火
）、

第
１
回
安
全
・
適
正

就
業
委
員
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
議
題

は
、 

①
平
成
26
年
度

「
安
全
標
語
」
の
選

考 

②
平
成
25
年
度

の
委
員
会
及
び
事
務

所
対
策
会
議
の
事
業

報
告 

③
平
成
25
年

度
事
故
発
生
状
況
の

報
告
等
で
し
た
。

　

「
安
全
標
語
」
は

23
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
委
員
会
で
厳
選
に
選
考
し
た
結

果
、
最
優
秀
が
一
作
品
、
優
秀
が
二
作
品
、
佳
作
が
三
作
品
、

下
記
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
報
告
で
は
、
前
年
度
の
重
篤
事
故
を
踏
ま
え
て
、

会
員
の
就
業
現
場
へ
の
委
員
・
対
策
員
等
が
巡
回
を
強
化

し
た
こ
と
の
事
例
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
事
故
発
生
状
況
の
報
告
で
は
、
前

年
度
よ
り
13
件
増
で
全
体
で
は
35
件
と
大
幅
に
増
え
ま
し

た
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
転
倒
や
不
注
意
に
起
因
す
る
も

の
が
多
い
こ
と
か
ら
、
事
故
内
容
の
分
析
と
対
策
等
が
論

議
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
事
故
内
容
は
「
平
成
25
年
度
事

故
状
況
」
の
と
お
り
で
す
。

　

◎
第
1
回

　
　
安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
報
告

理
事
長
就
任
の
挨
拶

　
理
事
長
　

栗
　
山
　
敏
　
子

　

こ
の
度
、
６
月
10
日

付
け
で
、
中
嶋
信
夫
前

理
事
長
の
後
任
と
し
て
、

理
事
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
栗
山
敏
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

現
下
の
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
に
あ
っ
て
、
当

セ
ン
タ
ー
は
、
昨
年
度
も
、
会
員
数
の
増
加
と
、

契
約
金
額
を
伸
ば
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
会
員
の
皆
様
と
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
の
成
果
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
新
た
に
葬
祭
場
管
理
業
務
に
つ
い

て
指
定
管
理
者
と
な
り
シ
ル
バ
ー
事
業
の
新
た
な

事
業
展
開
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
地
域
に
根
差
し
た

就
業
の
場
を
提
供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ
の
役
割
と
期
待
が
増
大
す
る
中
で
、
当
セ
ン
タ

ー
事
業
の
更
な
る
拡
充
と
発
展
に
邁
進
す
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら

も
、
健
康
に
留
意
し
、
安
全
か
つ
適
正
就
業
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
セ
ン
タ
ー
へ
の
一
層
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
し

ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

〇
優
秀
作
品

　「
安
全
は 

日
頃
の
注
意
と 

ゆ
と
り
か
ら
」

　
　
林
　
　
啓
雄
　
中
部
会
員

　「
事
故
事
例 

学
ん
で
目
指
す 

事
故
ゼ
ロ
を
」

岡
田
　
友
一
　
中
部
会
員

〇
佳
作
作
品

　「
安
全
は 

知
識
意
識
の 

強
化
か
ら
」

遠
山
　
　
章
　
南
部
会
員

　「
こ
れ
位
と 

思
う
過
信
が 

事
故
を
呼
ぶ
」

外
山
　
武
史
　
北
部
会
員

　「
危
険
予
知 

生
か
す
心
が 

身
を
守
る
」

木
口
　
　
宏
　
中
部
会
員



熱 中 症 の 予 防 に つ い て

～ 熱 中 症 の 応 急 手 当 ～

　熱中症のピークは７月から８月です。特に65歳以上の高齢者が多く発症しています。

　就業する作業環境の把握と、普段からの体調管理に留意し、熱中症の予防対策に努めましょう。

●「睡眠と休養」をしっかりとりましょう。

●「十分な水分と適度な塩分」を摂取しましょう。

●屋外では帽子をかぶり、直射日光は避けましょう。また、熱を吸収しやすい服装はさけるようにしましょう。

●体調が優れない場合は無理をせず、木陰などで休むようにしましょう。

●複数の会員で仕事をする場合は、声をかけあい、お互いに健康管理を心がけましょう。

　日陰など涼しい場所へ移動し、衣服をゆるめ、うちわ等の風で体を冷やし、安静にして、水分を補給してくだ

さい。脇の下、太もものつけねを冷やすのも効果的です。自分で水が飲めない、強い倦怠感や痙攣で動けない場

合は熱中症の疑いがあることから、ためらわず医療機関へかかりましょう。

　室内でも発症する場合がありますので、夏期の節電を意識しすぎるあまり、健康を害することのないようご注

意ください。

平成25年度 事 故 状 況
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〇
優
秀
作
品

　「
安
全
は 

日
頃
の
注
意
と 

ゆ
と
り
か
ら
」

　
　
林
　
　
啓
雄
　
中
部
会
員

　「
事
故
事
例 

学
ん
で
目
指
す 

事
故
ゼ
ロ
を
」

岡
田
　
友
一
　
中
部
会
員

〇
佳
作
作
品

　「
安
全
は 

知
識
意
識
の 

強
化
か
ら
」

遠
山
　
　
章
　
南
部
会
員

　「
こ
れ
位
と 

思
う
過
信
が 

事
故
を
呼
ぶ
」

外
山
　
武
史
　
北
部
会
員

　「
危
険
予
知 

生
か
す
心
が 

身
を
守
る
」

木
口
　
　
宏
　
中
部
会
員

①事故件数（割合）

傷害事故

23件

（66%）

賠償事故

12件

（34%）

②年齢別

70～74歳

17人

（48%）

75歳以上

7人

（20%）
65～69歳

10人

（29%）

60～64歳

1人

（3%）

⑤賠償事故 過去5年間の事故件数推移

物損

11件

（92%）

（件数）

（年度）21 22 23

傷害事故

賠償事故

24 25

負傷

1件

（8%）

④傷害事故

転倒

9件

（39%）

転落

3件

（13%）

激突

3件

（13%）

その他

4件

（17%）

裂傷

4件

（18%）

③男女別

男性

23件

（66%）

女性

12件

（34%）

9

11
10 10

12

15

19

13 13

23



地
域
班
だ
よ
り

地
域
班
班
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

（４）

第
１
回 

地
域
班
全
体
会
議
開
催　

　

５
月
28
日
（
水
）、
第
１

回
地
域
班
全
体
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
地
域
班
活

動
の
総
括
と
、
各
事
務
所
地

域
班
会
議
の
開
催
状
況
、
チ

ラ
シ
配
布
活
動
及
び
普
及
啓

発
活
動
の
報
告
等
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
地
域
班
の
チ

ラ
シ
配
布
は
、
全
市
で
約
３

万
９
千
戸
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
報
告
の
説
明
後
に
、
受
注

の
状
況
及
び
就
業
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
新
た
な
地
域
班
班
長
が
就
任
し
ま

し
た
の
で
、
各
班
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
任
期
は
２
年
で
す
。

◎
南
部
事
務
所

川
崎
区
北
班
　
班
長

　
関
根
　
清
次

　

自
転
車
放
置
防
止
監
視
業

務
に
就
い
て
い
ま
す
。
仲
間

と
明
る
く
楽
し
く
絆
を
深
め

な
が
ら
事
故
の
な
い
様
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
区
東
班
　
班
長
　

小
林
　
雅
臣

　

地
域
班
班
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
小
林
で
す
。
植
木
班

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
活
動
に

頑
張
り
ま
す
。　

川
崎
区
西
班
　
班
長
　

林
田
　
　
治

　

地
域
班
班
長
を
引
き
受
け

て
地
域
の
皆
様
と
共
に
色
々

な
活
動
に
貢
献
し
て
、
大
い

に
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら

う
努
力
を
し
ま
す
。

幸
区
東
班
　
班
長
　

今
村
　
政
雄

　

地
域
班
員
と
の
交
流
が
出

来
な
い
の
が
現
状
で
す
。
意

見
交
流
が
出
来
る
よ
う
な
環

境
作
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

幸
区
西
班
　
班
長
　

梶
　
　
幸
雄

　

今
期
も
拝
命
を
授
り
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
信
頼
と
発
展
の
た
め

に
、
微
力
で
あ
り
ま
す
が
精

進
い
た
し
ま
す
。

中
原
区
東
班
　
班
長

　
加
藤
　
　
栄

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
仕
事
を
始
め
て
４
年
に
な

り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃

の
仕
事
が
と
て
も
楽
し
い

日
々
で
、
と
て
も
早
く
感
じ

ま
す
。

中
原
区
西
班
　
班
長
　

安
田
　
新
一

　

平
成
二
十
年
に
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
か
ら
、
仕
事
や

行
事
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
中
部
事
務
所

高
津
区
北
班
　
班
長
　

小
阪
　
優
明

　

高
津
こ
文
で
清
掃
の
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
班
長
会

議
等
の
機
会
を
通
し
て
会
員

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
津
区
南
班
　
班
長
　

戸
塚
　
　
城

　

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
ま

だ
浅
い
私
で
す
。
地
区
班
長

に
任
命
さ
れ
て
荷
が
重
い
と

感
じ
ま
す
が
、「
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

宮
前
区
北
班
　
班
長
　

日
浦
　
利
一

　

除
草
作
業
で
日
々
様
々
な

現
場
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

班
長
は
二
期
目
で
す
が
、
各

班
長
、
副
班
長
と
協
力
し
な

が
ら
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

宮
前
区
南
班
　
班
長
　

浮
穴
　
　
守

　

私
は
宮
前
地
区
会
館
で
備

品
の
貸
出
や
、
各
種
証
明
書

の
端
末
機
出
力
の
市
民
手
助

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区

班
長
は
初
め
て
で
す
が
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
北
部
事
務
所

多
摩
区
北
班
　
班
長
　

室
伏
　
静
江

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
通
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
私
達

を
利
用
し
て
頂
く
為
に
頑
張

り
ま
す
。

多
摩
区
東
班
　
班
長
　

小
塚
　
守

　

仕
事
が
あ
り
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
会
員
と
セ
ン
タ
ー
と
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。

多
摩
区
西
班
　
班
長
　

浦
野
　
美
智
子

　

今
ま
で
以
上
に
同
志
の
交

流
を
深
め
、
会
員
の
皆
様
の

知
恵
と
技
を
地
域
に
還
元
で

き
る
様
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

麻
生
区
南
班
　
班
長
　

本
田
　
慶
一
郎

　

健
康
に
留
意
し
皆
様
方
と

共
に
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

又
地
域
の
皆
様
方
と
は
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
通
し
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

麻
生
区
北
班
　
班
長
　

齊
籐
　
　
明

　

前
年
に
引
き
続
き
班
長
を

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
ま
す
の
で
宜
敷
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



会
報
編
集
委
員
の
紹
介

（５）

第
１
回 

地
域
班
全
体
会
議
開
催　

　

５
月
28
日
（
水
）、
第
１

回
地
域
班
全
体
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
地
域
班
活

動
の
総
括
と
、
各
事
務
所
地

域
班
会
議
の
開
催
状
況
、
チ

ラ
シ
配
布
活
動
及
び
普
及
啓

発
活
動
の
報
告
等
が
あ
り
ま

し
た
。
特
に
、
地
域
班
の
チ

ラ
シ
配
布
は
、
全
市
で
約
３

万
９
千
戸
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
報
告
の
説
明
後
に
、
受
注

の
状
況
及
び
就
業
の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
、
新
た
な
地
域
班
班
長
が
就
任
し
ま

し
た
の
で
、
各
班
長
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
任
期
は
２
年
で
す
。

◎
南
部
事
務
所

川
崎
区
北
班
　
班
長

　
関
根
　
清
次

　

自
転
車
放
置
防
止
監
視
業

務
に
就
い
て
い
ま
す
。
仲
間

と
明
る
く
楽
し
く
絆
を
深
め

な
が
ら
事
故
の
な
い
様
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

川
崎
区
東
班
　
班
長
　

小
林
　
雅
臣

　

地
域
班
班
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
小
林
で
す
。
植
木
班

に
所
属
し
て
い
ま
す
。
セ
ン

タ
ー
事
業
普
及
啓
発
活
動
に

頑
張
り
ま
す
。　

川
崎
区
西
班
　
班
長
　

林
田
　
　
治

　

地
域
班
班
長
を
引
き
受
け

て
地
域
の
皆
様
と
共
に
色
々

な
活
動
に
貢
献
し
て
、
大
い

に
セ
ン
タ
ー
を
知
っ
て
も
ら

う
努
力
を
し
ま
す
。

幸
区
東
班
　
班
長
　

今
村
　
政
雄

　

地
域
班
員
と
の
交
流
が
出

来
な
い
の
が
現
状
で
す
。
意

見
交
流
が
出
来
る
よ
う
な
環

境
作
り
を
推
進
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

幸
区
西
班
　
班
長
　

梶
　
　
幸
雄

　

今
期
も
拝
命
を
授
り
ま
し

た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
信
頼
と
発
展
の
た
め

に
、
微
力
で
あ
り
ま
す
が
精

進
い
た
し
ま
す
。

中
原
区
東
班
　
班
長

　
加
藤
　
　
栄

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
仕
事
を
始
め
て
４
年
に
な

り
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
ン
清
掃

の
仕
事
が
と
て
も
楽
し
い

日
々
で
、
と
て
も
早
く
感
じ

ま
す
。

中
原
区
西
班
　
班
長
　

安
田
　
新
一

　

平
成
二
十
年
に
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
か
ら
、
仕
事
や

行
事
に
参
加
し
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
中
部
事
務
所

高
津
区
北
班
　
班
長
　

小
阪
　
優
明

　

高
津
こ
文
で
清
掃
の
仕
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。
班
長
会

議
等
の
機
会
を
通
し
て
会
員

の
皆
様
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

高
津
区
南
班
　
班
長
　

戸
塚
　
　
城

　

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
ま

だ
浅
い
私
で
す
。
地
区
班
長

に
任
命
さ
れ
て
荷
が
重
い
と

感
じ
ま
す
が
、「
お
役
に
立

て
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

宮
前
区
北
班
　
班
長
　

日
浦
　
利
一

　

除
草
作
業
で
日
々
様
々
な

現
場
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

班
長
は
二
期
目
で
す
が
、
各

班
長
、
副
班
長
と
協
力
し
な

が
ら
お
役
に
立
て
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。

宮
前
区
南
班
　
班
長
　

浮
穴
　
　
守

　

私
は
宮
前
地
区
会
館
で
備

品
の
貸
出
や
、
各
種
証
明
書

の
端
末
機
出
力
の
市
民
手
助

け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区

班
長
は
初
め
て
で
す
が
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
北
部
事
務
所

多
摩
区
北
班
　
班
長
　

室
伏
　
静
江

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
を
通
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
私
達

を
利
用
し
て
頂
く
為
に
頑
張

り
ま
す
。

多
摩
区
東
班
　
班
長
　

小
塚
　
守

　

仕
事
が
あ
り
、
生
き
が
い

を
持
っ
て
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
会
員
と
セ
ン
タ
ー
と
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
、
思
っ

て
い
ま
す
。

多
摩
区
西
班
　
班
長
　

浦
野
　
美
智
子

　

今
ま
で
以
上
に
同
志
の
交

流
を
深
め
、
会
員
の
皆
様
の

知
恵
と
技
を
地
域
に
還
元
で

き
る
様
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

麻
生
区
南
班
　
班
長
　

本
田
　
慶
一
郎

　

健
康
に
留
意
し
皆
様
方
と

共
に
前
進
し
て
参
り
ま
す
。

又
地
域
の
皆
様
方
と
は
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
を
通
し
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

麻
生
区
北
班
　
班
長
　

齊
籐
　
　
明

　

前
年
に
引
き
続
き
班
長
を

つ
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
お
役
に
立
て
る
よ
う
努

め
ま
す
の
で
宜
敷
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
会
報
編
集
委
員
に
就
任
し
、
会
員
の
就
労
や

声
な
ど
の
取
材
・
記
事
作
成
等
で
力
を
注
い
で
い
る
３
人

に
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
田
　
　
惇
　
編
集
委
員

　

シ
ル
バ
ー
世
代
と
呼
ば
れ

早
67
歳
に
な
り
ま
し
た
。
取

材
・
編
集
は
不
得
手
で
す
が
、

脳
に
負
荷
を
か
け
る
こ
と
も

ボ
ケ
防
止
の
良
薬
と
思
い
、

お
引
き
受
け
い
た
し
ま
し

た
。
い
き
い
き
シ
ル
バ
ー
を
モ
ッ
ト
ー
に
微
力
で
す
が
頑

張
り
ま
す
。

秋
山
　
勝
行
　
編
集
委
員

　

川
崎
シ
ニ
ア
リ
ポ
ー
タ
ー

を
５
年
間
続
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
取
材
を
あ
ま
り
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
今
ま
で
の

経
験
を
生
か
し
会
報
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

末
永
　
時
和
　
編
集
委
員

　

地
元
で
古
代
史
研
究
の
集

ま
り
を
立
ち
上
げ
、
文
章
に

慣
れ
親
し
ん
で
い
ま
す
。
お

陰
様
で
会
報
の
編
集
委
員
も

重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
、
誌
面
作
り
の

充
実
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。



ミアクチーナ上麻生店

品出し作業

売り場整理作業

し
ゃ
れ
た
名
前
の
お
店
で

　
　
　
　
働
く
仲
間
た
ち

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

会
員
編
集
委
員
に
よ
る
取
材

（６）

　

皆
さ
ん
、「
M
i
a  

C
u
c
i
n
a
（
ミ
ア
ク
チ
ー

ナ
）」
を
ご
存
知
で
す
か
？
イ
タ
リ
ア
語
で
「
私
の
キ
ッ

チ
ン
」
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
し
ゃ
れ
た
名
前
を
持
つ
店
舗
は
C
O
O
P
生
活
協

同
組
合
の
ユ
ー
コ
ー
プ
（
神
奈
川
・
静
岡
・
山
梨
県
で
約

1
8
0
万
人
が
加
入
）
が
運
営
す
る
ス
ー
パ
ー
で
す
。

　

生
活
協
同
組
合
は
組
合
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
は
組
合
員
で
な
く
て
も
利
用

で
き
ま
す
。　

　

本
日
は
そ
の
中
の
一
つ
の
ミ
ア
ク
チ
ー
ナ
上
麻
生
店
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

ミ
ア
ク
チ
ー
ナ
上
麻
生
店
は
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅

か
ら
徒
歩
15
分
ほ
ど
の
市
道
尻
手
黒
川
線
の
吹
込
交
差
点

に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
こ
で
は
、
７
人
の
会
員
の
方
が
就
業
し
て
お

り
、
就
業
時
間
は
７
時
〜
10
時
の
グ
ル
ー
プ
と
12
時
半
〜

15
時
半
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
各
３
時
間
の
作
業
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
代
表
し
て
高
浜
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
ま

た
別
途
、
ベ
テ
ラ
ン
の
門
木
（
か
ど
き
）
さ
ん
か
ら
も
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

仕
事
は
入
荷
し
た
商
品
や
、
倉
庫
か
ら
出
庫
し
た
商
品

を
陳
列
棚
へ
補
充
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
の
作
業
中
に

お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
の
対
応

も
必
要
と
な
る
職
場
で
す
。

〈
店
長
の
話
〉

　

店
長
の
篠
原
様
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。

　

就
業
時
間
や
パ
レ
ッ
ト
の
数
な
ど
が
予
定
よ
り
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
年
配
で
も
大
変
元
気
で
、
年
を
感
じ
さ
せ
ず

十
分
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
意
見
な
ど
も
し
て

頂
き
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

〈
会
員
の
話
〉

　

高
浜
さ
ん
は
、
こ
の
職
場
は
店
長
を
は
じ
め
、
良
い
方
々

で
働
き
や
す
い
環
境
で
す
。
私
た
ち
高
齢
者
で
も
、
ま
だ

ま
だ
働
け
る
ぞ
、
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
て
、
私

た
ち
も
お
店
の
役
に
た
て
ば
と
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
門
木
さ
ん
は
、
商
品
陳
列
な
ど
の
作
業
し
て
い

る
時
、
ど
う
し
て
も
仕
事
に
専
念
し
て
し
ま
う
た
め
、
お

店
に
来
た
お
客
様
か
ら
の
質
問
へ
の
対
応
が
不
十
分
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
気
を
使
っ
て
お
客
様
対
応

が
出
来
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
取
材
を
終
え
て
〉

　

や
は
り
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
は
ま
じ
め
で
す
。
今
回
の
取

材
で
、
年
を
取
っ
て
働
く
場
所
が
限
ら
れ
る
中
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
の
職
場
が
狭
ま
ら
な
い
よ
う
意
識

し
て
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
元
気
に
頑
張
っ
て
働
い
て
い
る
仲
間
が

い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

（
取
材
＝
末
永 

時
和
・
編
集
委
員
）



参加者全員が熱心に講習・作業に取り組んでいます

講習終了後きれいになりました

★
中
部
事
務
所

☎
8
2
2
―
5
0
3
1

★
南
部
事
務
所

☎
2
2
2
―
1
5
5
0

事
務
所
だ
よ
り

事
務
所
だ
よ
り

（７）

　

皆
さ
ん
、「
M
i
a  

C
u
c
i
n
a
（
ミ
ア
ク
チ
ー

ナ
）」
を
ご
存
知
で
す
か
？
イ
タ
リ
ア
語
で
「
私
の
キ
ッ

チ
ン
」
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
し
ゃ
れ
た
名
前
を
持
つ
店
舗
は
C
O
O
P
生
活
協

同
組
合
の
ユ
ー
コ
ー
プ
（
神
奈
川
・
静
岡
・
山
梨
県
で
約

1
8
0
万
人
が
加
入
）
が
運
営
す
る
ス
ー
パ
ー
で
す
。

　

生
活
協
同
組
合
は
組
合
員
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ー
パ
ー
は
組
合
員
で
な
く
て
も
利
用

で
き
ま
す
。　

　

本
日
は
そ
の
中
の
一
つ
の
ミ
ア
ク
チ
ー
ナ
上
麻
生
店
に

お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

　

ミ
ア
ク
チ
ー
ナ
上
麻
生
店
は
小
田
急
線
新
百
合
ヶ
丘
駅

か
ら
徒
歩
15
分
ほ
ど
の
市
道
尻
手
黒
川
線
の
吹
込
交
差
点

に
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
こ
こ
で
は
、
７
人
の
会
員
の
方
が
就
業
し
て
お

り
、
就
業
時
間
は
７
時
〜
10
時
の
グ
ル
ー
プ
と
12
時
半
〜

15
時
半
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
各
３
時
間
の
作
業
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
は
代
表
し
て
高
浜
さ
ん
に
お
会
い
し
ま
し
た
。
ま

た
別
途
、
ベ
テ
ラ
ン
の
門
木
（
か
ど
き
）
さ
ん
か
ら
も
お

話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

仕
事
は
入
荷
し
た
商
品
や
、
倉
庫
か
ら
出
庫
し
た
商
品

を
陳
列
棚
へ
補
充
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
そ
の
作
業
中
に

お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
、
そ
ち
ら
の
対
応

も
必
要
と
な
る
職
場
で
す
。

〈
店
長
の
話
〉

　

店
長
の
篠
原
様
か
ら
次
の
よ
う
な
お
話
を
頂
き
ま
し

た
。

　

就
業
時
間
や
パ
レ
ッ
ト
の
数
な
ど
が
予
定
よ
り
変
わ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
頂
い

て
い
ま
す
。
年
配
で
も
大
変
元
気
で
、
年
を
感
じ
さ
せ
ず

十
分
な
戦
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
に
意
見
な
ど
も
し
て

頂
き
、
助
か
っ
て
い
ま
す
。

〈
会
員
の
話
〉

　

高
浜
さ
ん
は
、
こ
の
職
場
は
店
長
を
は
じ
め
、
良
い
方
々

で
働
き
や
す
い
環
境
で
す
。
私
た
ち
高
齢
者
で
も
、
ま
だ

ま
だ
働
け
る
ぞ
、
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
て
、
私

た
ち
も
お
店
の
役
に
た
て
ば
と
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
門
木
さ
ん
は
、
商
品
陳
列
な
ど
の
作
業
し
て
い

る
時
、
ど
う
し
て
も
仕
事
に
専
念
し
て
し
ま
う
た
め
、
お

店
に
来
た
お
客
様
か
ら
の
質
問
へ
の
対
応
が
不
十
分
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
気
を
使
っ
て
お
客
様
対
応

が
出
来
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
取
材
を
終
え
て
〉

　

や
は
り
シ
ル
バ
ー
の
仲
間
は
ま
じ
め
で
す
。
今
回
の
取

材
で
、
年
を
取
っ
て
働
く
場
所
が
限
ら
れ
る
中
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
仲
間
の
職
場
が
狭
ま
ら
な
い
よ
う
意
識

し
て
働
い
て
い
る
姿
を
見
て
、
胸
が
熱
く
な
る
思
い
で
し

た
。
こ
の
よ
う
に
元
気
に
頑
張
っ
て
働
い
て
い
る
仲
間
が

い
る
こ
と
に
感
心
し
ま
し
た
。

（
取
材
＝
末
永 

時
和
・
編
集
委
員
）

◎
除
草
講
習
会

　

平
成
26
年
６
月
25
日
（
水
） 

午
前
９
時
か
ら
12
時

　

場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
等
々
力
」

　

大
気
が
不
安
定
で
直
前
ま
で
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
お
り

ま
し
た
が
、
予
定
通
り
除
草
講
習
会
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
前
日
に
降
っ
た
雨
で
、
作
業
し
づ
ら
い
条
件
で

し
た
が
、
講
師
５
名
の
丁
寧
な
説
明
指
導
の
も
と
、
14
名

の
受
講
生
は
汗
を
流
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
作
業
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
植
木
や
菜
園
の
ま
わ
り
に
青
々
と
草
が
生
い

茂
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３
時
間
の
作
業
で
ほ
と
ん
ど
取
り

除
か
れ
、
大
変
す
っ
き
り
と
し
た
様
子
と
な
り
ま
し
た
。

強
い
日
差
し
の
下
、
き
れ
い
に
な
っ
た
庭
を
見
学
さ
れ
た

施
設
の
方
よ
り
、
受
講
生
と
セ
ン
タ
ー
に
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　

地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
市
内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
い

た
し
ま
す
。

　

地
域
へ
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な
り
ま
す

の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

平
成
26
年
９
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
45
分

　
　
　
　
　

※
荒
天
時
は
10
月
５
日
（
日
）
に
延
期

集
合
場
所　

川
崎
駅
東
口
「
ル
フ
ロ
ン
」
前

　
　
　
　
　

（
旧
噴
水
前
）

申
込
締
切　

平
成
26
年
９
月
19
日
（
金
）

※
参
加
希
望
の
方
は
南
部
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
統
一
美
化
活
動
参
加
の
お
知
ら
せ

　

地
域
美
化
推
進
へ
の
貢
献
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
、
市
内
統
一
美
化
活
動
に
参
加
い

た
し
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
セ
ン
タ
ー
活
動
の
一
環
と
な
り
ま
す

の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　
　

時　

平
成
26
年
９
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
20
分
か
ら
約
２
時
間
程
度

集
合
場
所　

武
蔵
溝
ノ
口
駅
北
口

　
　
　
　
　

ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ　

申
込
締
切　

平
成
26
年
９
月
19
日
（
金
）

※
希
望
者
に
は
改
め
て
詳
細
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
除
草
作
業
就
業
会
員
募
集

　

高
津
区
、
宮
前
区
の
個
人
宅
、
ア
パ
ー
ト
（
マ
ン
シ
ョ

ン
）、
駐
車
場
、
事
業
所
の
敷
地
等
で
除
草
作
業
を
行
え

る
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

条
件
と
し
て
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
、
い
つ
で
も
作
業

出
来
る
、
ど
こ
の
現
場
で
も
作
業
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
、
お
客
様
対
応
が
出
来
る
な
ど
が
基
本
に
な
り
ま
す
。

◎
地
域
サ
ポ
ー
ト
就
業
会
員
募
集

　

突
発
的
な
受
注
に
対
応
す
る
た
め
、
高
津
区
、
宮
前
区

内
の
主
に
一
般
家
庭
で
の
、
家
具
の
移
動
、
部
屋
の
片
付

け
、
お
掃
除
等
の
「
地
域
サ
ポ
ー
ト
」
が
出
来
る
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
除
草
作
業
同
様
、
就
業
に
は
条
件
が

あ
り
ま
す
。

【
各
種
お
問
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

　

中
部
事
務
所
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　

会
員
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
当
セ
ン
タ
ー
事
業
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

北
部
事
務
所
は
、
６
月
か
ら
人
事
異
動
等
に
よ
り
新
し

い
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
と
職
員
が
協
力
し
合
い
、
よ
り
良
い
事
務

所
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
は
、
新
人
職
員
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
北
部
事
務
所
職
員
紹
介

　

４
月
に
入
所
し
、
６
月
か
ら　

北
部
事
務
所
で
働
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
岸
英
樹
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

北
部
事
務
所
の
職

員
と
し
て
ス
タ
ー
ト

で
き
る
こ
と
を
こ
の

上
な
く
光
栄
に
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
一
人

前
の
職
員
に
な
り
、
北
部
事
務
所
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
の

皆
様
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◎
安
全
就
業
対
策
・
現
場
巡
回
指
導

　

平
成
26
年
６
月
16
日
（
月
）

　

麻
生
区
役
所
の
植
木
剪
定
作
業
の
現
場
巡
回
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
気
温
が
30
度
近
く
あ
り
、
就
業
中

の
熱
中
症
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
と
、
暑
さ
の
た
め
に
集
中

力
が
散
漫
に
な
り
重
篤
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と

か
ら
健
康
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
た
。

　

ま
た
、
高
所
作
業
で
、
脚
立
等
に
乗
っ
て
作
業
を
行
う

こ
と
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
及
び
安
全
帯
の
着
用
を
確
認

し
、
作
業
に
あ
っ
て
事
故
が
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
な
が

ら
巡
回
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
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す
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の
大
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私
た
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考
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す
。

対策員による現場巡回指導

★
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部
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所

☎
9
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（８）

人 事 異 動

【異　　動】

・南部事務所長

 榎　本　　　実

・北部事務所長

 吉　川　和　光

・北部事務所職員

 岸　　　英　樹

【新　　任】

・南部事務所主査

 青　木　敏　之

6月1日

配分金支払日のお知らせ

7月分

8月分

9月分

8月25日 ㈪

9月25日 ㈭

10月27日 ㈪

7月分から9月分の配分金支払日は次

のとおりとなっております。

※配分金は月末で締めて翌月25日 （金

融機関が休日の場合は翌営業日）に

指定された口座へ支払います。
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◎
安
全
就
業
対
策
・
現
場
巡
回
指
導

　

平
成
26
年
６
月
16
日
（
月
）

　

麻
生
区
役
所
の
植
木
剪
定
作
業
の
現
場
巡
回
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
気
温
が
30
度
近
く
あ
り
、
就
業
中

の
熱
中
症
も
危
惧
さ
れ
る
こ
と
と
、
暑
さ
の
た
め
に
集
中

力
が
散
漫
に
な
り
重
篤
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
こ
と

な
ど
か
ら
健
康
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
所
作
業
で
、
脚
立
等
に
乗
っ
て
作
業
を
行
う

こ
と
か
ら
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
及
び
安
全
帯
の
着
用
を
確
認

し
、
作
業
に
あ
た
っ
て
事
故
が
無
い
よ
う
に
心
懸
け
る
こ

と
な
ど
の
助
言
と
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　

北
部
事
務
所
は
、
６
月
に
人
事
異
動
に
よ
り
新
し
い
体

制
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
と
職
員
が
協
力
し
合
い
、
よ
り
良
い
事
務

所
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

今
回
は
、
新
人
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。

  

北
部
事
務
所
職
員
紹
介

　

４
月
に
入
所
し
、
６
月
か

ら
北
部
事
務
所
で
働
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
、
岸
英
樹
と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

北
部
事
務
所
の
職
員
と
し

て
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と
を
こ
の
上
な
く
光
栄
に
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
一
人
前
の
職
員
に
な
り
、
北
部
事
務
所
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
い
か
と
思

い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
、
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。
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HP：http://takukai.com/

㈱BKG（ブックナレッジグループ）

出張作業によるお片づけ・
遺品整理致します！

書籍・学術資料・和本・
木版画・金券類の整理、買取
・すべておまかせ作業
　（あらかじめご指示頂き当店スタッフのみで作業）

・お客様と一緒に作業
　（お客様立会いの上での作業）

・買取品指定、査定作業
　（お客様が指定されたお品のみを査定、買取）

　　　　　その他の不用品の買取もご相談ください。


